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地域電離層モデルを適用した高精度1周波GPS測位方式の開発

Development of high accurate L1 GPS measurement method using
regional ionospheric model
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火山や地すべり監視において変位状況を適切に把握するには、状況に応じて10km以上の広範囲
にわたってGPS受信機を密に設置し、変位を監視・計測する必要がある。コストの観点から廉価
な1周波受信機を採用した上で、高精度な測位を実現することは大変重要な意味を持つ。しか
し、1周波受信機による測位では、通常の2周波受信機の観測データL1とL2を組み合わせたL3の
電離層補正（電離層フリー）ができない。そのため10km以上の基線解析の際には、電離層モデ
ルを使用して補正を実施する必要がある。電離層モデルの推定には通常2周波観測データを必要
とする。
現在、国土地理院が設置・運用している電子基準点は全国範囲に平均で約25kmに1点の密度で、
1200点以上に達している。30km程度の局地観測エリア周辺において複数の電子基準点を使用す
ることが十分可能な状況に至っている。そこで、1周波観測周辺の電子基準点を利用して、地域
電離層モデルを推定し、得られた電離層モデルを用いて静止基線解析の測位方式を開発した。
本測位法の精度を評価するために、御前崎付近と伊豆付近の2つのエリアの電子基準点を観測網
として用いた。本研究は2009年10月1日から12月31日までの3ヶ月の24時間観測データを使用
し、電離層補正のない1周波解析（L1解析）、地域電離層モデルを用いた1周波解析（ION-L1解
析）、電離層フリーの解析（L3解析）、既存の1周波測位HiRIM解析[1]といった4種類の解析を行
った。地域電離層モデルを用いた1周波解析の再現性をその他の解析と比較しながら、電離層の
補正効果を検討した。
その結果、10km以上の基線に対して、電離層補正のないL1解析より基線解の再現性が大きく向
上されたことを確認でき、通常の2周波受信機によるL3解析と比べでも、水平方向ではほぼ同じ
程度の再現性が得られた。また、HiRIM解析より再現性が改善された。
電子基準点の御前崎と伊豆の2つの解析事例から、30km程度の局地1周波観測において、地域電
離層モデルを適用した1周波GPS測位法は10km以上の基線に対し有効であることが示された。
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